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はじめに

このドキュメントでは、AnyConnectセキュアWebゲートウェイモジュール(SWG)モジュールのイ
ンストールを防止する方法について説明します。

背景説明

シスコは2023年にCisco AnyConnectのサポート終了を発表しました。シスコは2024年4月2日に
「End-of-Life for Umbrella Roaming Client」を発表しました。サポート終了日は2025年4月2日で
す。Cisco Umbrellaをご利用のお客様の多くは、すでにCisco Secure Clientへの移行のメリットを
享受しています。より良いローミング環境を得るために、できるだけ早く移行を開始することを
お勧めします。ナレッジベース記事「How do I install Cisco Secure Client with the Umbrella 
Module?」の詳細を参照してください。

Secure Web Gateway Module(SWG)は、AnyConnectバージョン4.8 MR1+のRoamingセキュリテ
ィモジュール（モジュールは分割できません）とともにインストールされます。Cisco 
Umbrellaライセンスにセキュアインターネットゲートウェイ(SIG)へのアクセスが含まれている場
合、インストール時にSWGモジュールが有効になります。

セキュアWebゲートウェイの無効化

SWGモジュールを有効にしない場合（デフォルトアクション）、CiscoUmbrellaダッシュボード
のDeployments > Roaming Computers > Client Settingsで、この機能を無効にできます。 
 

https://docs.umbrella.com/umbrella-user-guide/docs/secure-client-introduction
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翻訳について
シスコは世界中のユーザにそれぞれの言語でサポート コンテンツを提供するために、機械と人に
よる翻訳を組み合わせて、本ドキュメントを翻訳しています。ただし、最高度の機械翻訳であっ
ても、専門家による翻訳のような正確性は確保されません。シスコは、これら翻訳の正確性につ
いて法的責任を負いません。原典である英語版（リンクからアクセス可能）もあわせて参照する
ことを推奨します。


